


の
集
積
・
集
約
や
、
米
・
常
陸
秋
そ
ば
・

果
樹
等
の
高
品
質
化
、
消
費
者
ニ
ー
ズ

に
即
し
た
６
次
産
業
化
、
道
の
駅
ひ
た

ち
お
お
た
を
中
心
と
し
た
農
林
畜
産
物

お
よ
び
加
工
品
等
の
販
路
・
流
通
拡
大

や
有
利
販
売
を
支
援
。
さ
ら
に
、
中
山

間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
等
を
活
用

し
た
地
域
の
共
同
活
動
や
イ
ノ
シ
シ
等

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被
害
防

止
対
策
を
行
い
、
農
村
環
境
の
保
全
に

努
め
ま
す
。
加
え
て
、
畜
産
農
家
の
経

営
安
定
等
の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、

新
た
な
特
産
品
で
あ
る
本
市
産
チ
ー
ズ

の
販
路
確
保
や
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
ま

す
。
林
業
に
つ
い
て
は
、
森
林
管
理
制

度
等
を
活
用
し
、
森
林
整
備
や
木
材
利

用
等
を
推
進
し
ま
す
。

市
内
の
消
費
を
喚
起
す
る
た
め
、
引
き

続
き
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
事
業
に

取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
中
小
企
業
に

対
し
、
経
営
革
新
計
画
の
認
定
を
受
け

た
新
た
な
取
り
組
み
へ
の
補
助
や
、
コ
ロ

ナ
禍
に
あ
っ
て
も
販
路
拡
大
な
ど
に
取
り

組
む
企
業
へ
の
補
助
な
ど
、
引
き
続
き

経
営
基
盤
の
強
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
支

援
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況

を
注
視
し
な
が
ら
、
団
体
旅
行
を
催
行

し
た
旅
行
会
社
や
観
光
レ
ン
タ
カ
ー
利

用
者
へ
の
助
成
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
旅
行

券
の
発
行
等
、
本
市
へ
の
誘
客
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
奥
久
慈
グ
リ
ー
ン
ラ
イ

ン
の
開
通
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
キ
ャ
ン
プ

な
ど
自
然
を
活
か
し
た
ア
ウ
ト
ド
ア
観

光
需
要
等
を
見
据
え
、
水
府
・
里
美
地

区
の
観
光
施
設
等
の
見
直
し
や
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
計
画
等
を
策
定
し
、
交
流
人
口
拡

大
促
進
を
図
り
ま
す
。

市
内
就
業
の
機
会
創
出
を
図
り
ま
す
。

小
目
地
区
の
ほ
場
整
備
事
業
お
よ
び
、

ふ
る
さ
と
農
道
整
備
事
業
の
ほ
か
、
久

米
地
区
の
ほ
場
整
備
事
業
の
実
施
に
向

け
た
現
地
調
査
な
ど
、
引
き
続
き
農
業

基
盤
整
備
の
促
進
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

農
地
中
間
管
理
事
業
を
活
用
し
た
農
地

引
き
続
き
東
部
土
地
区
画
整
理
事
業
や

工
業
団
地
等
へ
の
企
業
誘
致
に
積
極
的

に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
テ
レ
ワ
ー

ク
を
可
能
に
す
る
環
境
整
備
の
た
め
、

新
た
に
テ
レ
ワ
ー
ク
設
備
を
備
え
た
民

間
施
設
等
の
改
修
に
つ
い
て
補
助
。
さ

ら
に
、Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
者
等
の
起
業
・
創

業
支
援
、
市
民
雇
用
奨
励
金
の
交
付
、

合
同
就
職
面
接
会
の
開
催
等
に
よ
り
、

今
年
も
全
力
投
球
し
ま
す
！

令
和
３
年
度

市
の
施
政
方
針

特集

安
心
し
て
働
く
こ
と
の
で
き
る

仕
事
の
場
づ
く
り

農
林
業
の
振
興

観
光
の
振
興

働
く
機
会
の
創
出

本
市
の
目
指
す
将
来
像

「
幸
せ
を
感
じ
、
暮
ら
し
続
け
た

い
と
思
う
ま
ち 

常
陸
太
田
」
の

実
現
に
向
け
て̶

̶

今
月
の
広
報
ひ
た
ち
お
お
た
で

は
、
今
年
度
の
予
算
や
施
政
方

針
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

商
工
業
の
振
興
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親
し
む
習
慣
や
意
欲
を
育
み
ま
す
。
ま

た
、
山
吹
運
動
公
園
内
の
市
民
体
育
館

は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
誰
も
が

利
用
で
き
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に

配
慮
し
た
新
た
な
体
育
館
と
し
て
整
備

す
る
た
め
、
基
本
設
計
の
策
定
を
進
め

ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
適
切
な
集
団
検
診

や
、
若
年
者
の
生
活
習
慣
病
予
防
健
診

の
充
実
な
ど
、
疾
病
の
早
期
発
見
に
努

め
る
と
と
も
に
、
積
極
的
に
受
診
を
勧

奨
。
ま
た
、
後
期
高
齢
者
の
健
診
時
等

に
新
た
な
質
問
票
を
取
り
入
れ
、
高
齢

者
の
健
康
状
態
を
総
合
的
に
把
握
し
、

フ
レ
イ
ル
へ
の
対
策
を
進
め
ま
す
。

さ
と
み
こ
ど
も
園
空
調
設
備
の
改
修
を

行
い
、
過
ご
し
や
す
い
環
境
へ
整
備
し
ま

す
。

本
市
教
育
の
柱
で
あ
る
「
心
の
教
育
を

基
盤
と
し
た
学
校
教
育
」
を
基
本
に
、

生
き
る
力
を
確
実
に
育
む
「
夢
育
」
を

推
進
し
、
郷
土
へ
の
愛
着
や
誇
り
を
持

ち
、
心
豊
か
な
児
童
生
徒
を
育
み
ま
す
。

引
き
続
き
、
０
歳
か
ら
２
歳
児
に
お
け

る
保
育
料
の
半
額
軽
減
お
よ
び
第
３
子

以
降
の
保
育
料
の
無
償
化
、
幼
稚
園
・

保
育
園
・
こ
ど
も
園
の
３
歳
児
以
上
の

給
食
費
の
無
償
化
、
小
中
学
校
給
食
費

の
半
額
軽
減
を
実
施
。
ま
た
、
引
き
続

き
小
学
校
入
学
児
童
に
対
し
、
入
学
祝

品
と
し
て
学
校
指
定
の
体
操
服
セ
ッ
ト
を

給
付
し
ま
す
。

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
分

庁
舎
１
階
に
設
置
し
、
母
子
保
健
や
児

童
福
祉
に
関
す
る
業
務
を
集
約
。
妊
娠

期
か
ら
子
育
て
期
の
相
談
、
情
報
提
供

窓
口
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
小
児
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
助
成
を
増
額
し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
率

の
向
上
に
努
め
ま
す
。

峰
山
中
学
校
区
・
金
砂
郷
中
学
校
区
の

小
学
校
統
合
に
つ
い
て
は
、
学
校
、
保

護
者
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
令
和
４
年
４
月
に
分
離
型
の

小
中一貫
教
育
校
と
し
て
の
開
校
を
目
指

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
児
童
生
徒
一
人
一
台

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ
る
学
び
が
よ
り
効
果

的
と
な
る
よ
う
、
全
小
中
学
校
に
民
間

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
派
遣
し
ま
す
。

地
域
資
源
や
地
域
人
材
を
活
か
し
、
市

民
ニ
ー
ズ
や
時
代
に
即
し
た
学
習
機
会

の
提
供
な
ど
多
種
多
様
な
講
座
の
開
催

に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
図
書
資
料

や
読
書
活
動
の
拡
充
を
図
る
と
と
も
に
、

新
た
に
始
め
た
図
書
の
宅
配
サ
ー
ビ
ス

の
更
な
る
充
実
を
進
め
ま
す
。

幼
児
期
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
、
発

育
・
発
達
の
特
性
に
応
じ
た
運
動
遊
び

教
室
を
開
催
し
、
体
力
・
運
動
能
力
の

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
に

夢
を
育
み
健
や
か
に
生
き
る

ひ
と
づ
く
り

子
育
て
へ
の
支
援

保
育
環
境
の
充
実

豊
か
な
心
の
育
成

妊
娠
・
出
産
・
育
児
の

切
れ
目
の
な
い
支
援

多
様
な
学
習
機
会
、

地
域
人
材
の
育
成
支
援

ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
へ
の

支
援

健
康
づ
く
り
へ
の
支
援

魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
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若
い
世
代
の
転
入
、
定
住
を
推
進
す
る

た
め
、
新
婚
家
庭
家
賃
助
成
、
住
宅
取

得
促
進
助
成
、
民
間
賃
貸
住
宅
へ
の
助

成
を
実
施
。
ま
た
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
事

業
を
推
進
し
、
関
係
人
口
の
拡
大
や
本

市
へ
の
移
住
に
繋
げ
ま
す
。

犯
罪
抑
止
の
た
め
、
引
き
続
き
防
犯
灯

の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
地
域
の

防
犯
団
体
や
関
係
機
関
と
連
携
し
防
犯

意
識
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
管

理
不
全
の
空
き
家
等
が
増
加
し
て
い
る

こ
と
か
ら
関
係
機
関
と
情
報
を
共
有
し
、

空
き
家
等
の
有
効
活
用
を
含
め
た
適
正

管
理
体
制
の
充
実
等
を
図
り
ま
す
。

想
定
外
の
災
害
に
備
え
る
た
め
、
国
の

久
慈
川
緊
急
治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

よ
る
多
重
防
御
治
水
の
推
進
や
市
の
減

災
に
向
け
た
更
な
る
取
り
組
み
を
推
進

し
ま
す
。
ま
た
、
災
害
時
の
情
報
伝
達

手
段
の
強
化
を
図
る
た
め
、
防
災
行
政

無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生

状
況
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
市
医
師
会
、

医
療
機
関
と
連
携
協
力
を
図
り
な
が
ら
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
お
よ
び
感
染
防
止
対
策

を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
周
産
期
お
よ
び

婦
人
科
に
従
事
す
る
医
師
確
保
や
看
護

師
不
足
の
解
消
の
た
め
に
中
核
病
院
等
へ

の
補
助
を
行
う
と
と
も
に
、
引
き
続
き

こ
ど
も
夜
間
診
療
に
お
い
て
、
子
育
て

世
帯
等
の
夜
間
診
療
体
制
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

犯
罪
の
な
い
ま
ち
づ
く
り

医
療
体
制
の
整
備

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
を
支
援

し
、
す
べ
て
の
人
が
安
心
し
て
自
分
ら
し

く
暮
ら
せ
る
ま
ち
の
実
現
を
目
指
し
、

各
種
支
援
策
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
被

保
護
世
帯
等
の
中
学
生
を
対
象
に
実
施

し
て
い
る
学
習
生
活
支
援
教
室
を
、
引

き
続
き
実
施
し
ま
す
。

新
た
に
策
定
し
た
「
第
８
期
高
齢
者
福

祉
計
画
」
に
基
づ
き
、
医
療
や
介
護
、

生
活
支
援
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が一体
的
に

提
供
さ
れ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

市
主
催
の
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト

な
ど
の
各
種
事
業
や
、
市
内
の
企
業
や

事
業
者
等
の
協
力
に
よ
り
立
ち
上
げ
た

結
婚
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
な

が
ら
出
会
い
の
場
を
創
出
し
、
成
婚
率

の
向
上
を
図
り
ま
す
。

暮
ら
し
や
す
く

楽
し
む
こ
と
の
で
き
る

ま
ち
づ
く
り

結
婚
支
援

移
住
・
定
住
の
促
進

地
域
の

支
え
合
い
の
支
援

高
齢
者
福
祉
お
よ
び

介
護
保
険
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国
道
２
９
３
号
常
陸
太
田
東
バ
イ
パ
ス
、

県
道
常
陸
那
珂
港
山
方
線
な
ど
の
幹
線

道
路
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
整
備
促
進

を
進
め
ま
す
。
特
に
市
道
０
１
３
９
号

線
は
、
幡
町
か
ら
日
立
市
ま
で
の
区
間

を
日
立
市
と
連
携
を
図
り
、
整
備
を
進

め
ま
す
。
ま
た
、
生
活
道
路
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
新
宿
天
神
林
線
等
の
整
備

や
橋
梁
長
寿
命
化
対
策
を
継
続
す
る
と

と
も
に
、
防
災
対
策
な
ど
の
観
点
か
ら

も
、
道
路
の
環
境
整
備
に
努
め
ま
す
。

老
朽
化
の
進
む
水
道
施
設
の
更
新
や
東

部
土
地
区
画
整
理
事
業
と
あ
わ
せ
た
配

水
管
新
設
工
事
お
よ
び
、（
仮
称
）
北
沢

ト
ン
ネ
ル
工
事
と
あ
わ
せ
た
送
水
管
新

設
工
事
等
を
進
め
ま
す
。

資
源
ご
み
の
回
収
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
脱
炭
素
社
会
実
現
へ
の
取
り
組
み

や
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
等
の
導
入
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
等
を
継

続
し
て
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
不
法
投

棄
が
県
北
地
域
で
多
発
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
県
お
よ
び
隣
接
市
町
村
と
連
携

し
な
が
ら
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

市
営
住
宅
17
棟
22
戸
お
よ
び
、
ふ
る
さ

と
歴
史
民
俗
伝
承
館
、
桃
源
駐
車
場
南

側
ト
イ
レ
等
の
解
体
工
事
、
し
尿
処
理

中
継
所
お
よ
び
旧
水
府
幼
稚
園
等
の
解

体
設
計
を
行
い
ま
す
。

消
防
体
制

現
在
、
東
部
土
地
区
画
整
理
事
業
で
は

盛
土
工
事
と
並
行
し
イ
ン
フ
ラ
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
買
い
物
環
境
の
改
善

や
雇
用
の
場
の
確
保
と
合
わ
せ
て
、
若

者
の
定
住
や
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
る

た
め
、
大
型
商
業
施
設
や
業
務
施
設
な

ど
を
立
地
誘
導
し
、
魅
力
あ
る
市
街
地

づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

南
消
防
署
の
高
規
格
救
急
自
動
車
お
よ

び
高
度
救
命
処
置
資
器
材
の
更
新
を
行

い
、
更
な
る
救
命
率
の
向
上
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
消
防
水
利
の
充
実
強
化
を

図
る
た
め
防
火
水
槽
の
設
置
を
進
め
ま

す
。

ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
防
止
装
置
設
置
費

用
補
助
の
対
象
年
齢
を
、
75
歳
以
上
か

ら
65
歳
以
上
に
拡
充
し
、
高
齢
ド
ラ
イ

バ
ー
に
よ
る
交
通
事
故
の
抑
制
を
強
化

し
ま
す
。　

交
通
安
全
対
策

上
下
水
道
の
整
備

公
共
施
設
の
適
正
管
理

自
然
お
よ
び

生
活
環
境
の
保
全

道
路
の
整
備

良
好
で
魅
力
の
あ
る

市
街
地
の
整
備



特別会計・企業会計の内訳

一般会計歳出の内訳

一般会計歳入の内訳 令
和
３
年
度

当
初
予
算
の
概
要

会 計 区 分

特 

別 

会 

計

金　額 会 計 区 分 金　額
52億3,538万円国民健康保険

8億4,298万円後期高齢者医療

61億4,214万円介護保険
122億2,050万円小　計

企 

業 

会 

計

19億9,446万円水道事業
1億1,716万円工業用水道事業
6億9,175万円簡易水道事業
28億8,744万円下水道事業等
56億9,081万円小　計

特別会計・
企業会計の内訳

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
市
税

の
減
収
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、「
選
択
と
集
中
」
の

観
点
か
ら
事
業
を
見
直
し
、
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
予
算

編
成
を
行
い
ま
し
た
。

その他
5,000万円 議会費

2億640万円

総務費
27億2,841万円

民生費
77億6,598万円

衛生費
18億5,298万円

農林水産費
8億8,402万円

商工費
5億9,250万円

土木費
41億6,855万円

消防費
12億663万円

教育費
29億5,073万円

公債費
23億4,180万円

一般会計  247億4,800万円
179億1,131万円

426億5,931万円

……
……

……

-3.9%↓
特別会計・企業会計 1.5%↑

予算総計 -1.7%↓

前年度比：
前年度比：

前年度比：

その他
23億8,897万円

市債
22億4,070万円

繰入金
14億9,252万円

国県支出金
43億8,342万円

地方交付税
90億5,600万円

市税
48億4,363万円

地方譲与税
3億4,276万円

合計
247億4,800万円

合計
247億4,800万円

6
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おめでとうございます

令
和
２
年
度
県
下
水
道
促
進
週
間
コ
ン

ク
ー
ル
で
、
鴨
志
田
紗
希
さ
ん（
郡
戸
小

4
年
）
の
標
語
作
品
「
下
水
道　
暮
ら
し

と
未
来
を　
守
る
水
」が
、
下
水
道
協
会

長
賞（
知
事
賞
入
選
）に
選
ば
れ
ま
し
た
。

「
水
の
大
切
さ
と
美
し
い
未
来
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
考
え
た
。受
賞
で
き
て
嬉
し
い
」

（
鴨
志
田
紗
希
さ
ん
）

県
下
水
道
促
進
週
間

コ
ン
ク
ー
ル
の
標
語
部
門
で

知
事
賞
入
選

動画は
こちらから⇒

常
陸
太
田
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｓ
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
代
表
の
阿
部

幸
江
さ
ん（
真
弓
町
）が
、日
本
ス
ポ
ー
ツ

協
会
か
ら
永
年
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。阿

部
さ
ん
は
、
昭
和
50
年
に
活
動
を
開
始

後
、
県
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
副
会
長

の
役
職
を
務
め
る
な
ど
、
長
年
に
わ
た
り

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献
し
て
き

ま
し
た
。

令
和
２
年
度

日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会

公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
等
表
彰

太
田
西
山
高
校
の
自
然
科
学
部
常
陸
太

田
市
Ｐ
Ｒ
T
e
a
m（
２
年
生
９
人
）が
、

「
茨
城
の
魅
力
を
探
求
し
発
信
す
る
高
校

生
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
２
０
」
に
本
市
の
Ｐ

Ｒ
動
画
を
応
募
し
、
動
画
作
品
部
門

1
0
5
作
品
の
中
か
ら
最
優
秀
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。生
徒
た
ち
は
、
多
く
の
方

に
見
て
も
ら
う
た
め
観
光
に
関
す
る
心

理
学
に
つ
い
て
の
論
文
等
を
参
考
に
し
な

が
ら
作
成
し
ま
し
た
。

「
動
画
は
市
内
の
方
の
温
か
さ
を
感
じ
ら

れ
る
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。市
の
魅
力

が
こ
ん
な
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
た
く

さ
ん
の
方
に
知
っ
て
ほ
し
い
で
す
」（
佐
藤

直
稀
さ
ん
）

「
実
際
に
観
光
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る

工
夫
を
し
ま
し
た
。今
回
の
経
験
を
活
か

し
、今
後
は
高
校
生
と
地
域
の
方
の
交
流

の
場
を
つ
く
り
若
い
人
が
市
の
魅
力
に

気
付
け
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
た
い

で
す
」（
飯
島
美
月
さ
ん
）

太
田
西
山
高
校
の
常
陸
太
田
市
P
R
T
e
a
m
が
最
優
秀
賞

下水道
協会長賞

表彰

（上段左から）國府田宏輔先生、
南和颯さん、中村駿さん、久下
沼太陽さん、新妻脩人さん
（下段左から）白井紗偉良さん、
小田有紗さん、佐藤直稀さん、
後藤彩奈さん、飯島美月さん

＊学年は令和2年度のもの
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２
月
25
日
、Ｊ
Ａ
常
陸
奥
久
慈
枝
物
部
会

の
皆
さ
ん
が
、出
荷
最
盛
期
を
迎
え
た
花

桃
を
市
役
所
に
届
け
て
く
れ
ま
し
た
。届

け
ら
れ
た
花
桃
は
、市
内
の
保
育
園
・
子

ど
も
園
、
市
役
所
ロ
ビ
ー
な
ど
に
飾
ら

れ
、
子
ど
も
た
ち
や
市
民
の
皆
さ
ん
に
美

し
い
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

３
月
10
日
、太
田
小
の
6
年
生
が
愛
校
作

業
と
し
て
遊
具
等
へ
の
ペ
イ
ン
ト
を
行
い

ま
し
た
。壁
に
は
鯨
ケ
丘
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
鯨
の
イ
ラ
ス
ト
や
、
市
公
式
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
じ
ょ
う
づ
る
さ
ん
」の

イ
ラ
ス
ト
が
描
か
れ
ま
し
た
。「
デ
ザ
イ

ン
は
６
年
生
全
員
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
合
わ

せ
た
も
の
に
し
ま
し
た
。在
校
生
や
、
６

年
間
お
世
話
に
な
っ
た
学
校
に
恩
返
し
の

気
持
ち
を
込
め
て
制
作
し
ま
し
た
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

奥
久
慈
の
花
桃
を
P
R

太
田
小
の
６
年
生
が

愛
校
作
業

３
月
10
日
、
水
府
小
・
中
学
校
の
新
し

い
体
育
館
が
、
卒
業
を
控
え
た
中
学
３

年
生
に
お
披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。
生
徒

た
ち
は
、
体
育
館
建
設
に
関
す
る
説
明

を
受
け
て
か
ら
中
に
入
る
と
、
ピ
カ
ピ

カ
の
体
育
館
に
歓
声
を
上
げ
ま
し
た
。

体
育
館
は
、
木
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
ら

れ
る
造
り
と
な
っ
て
い
て
、
３
月
17
日
か

ら
子
ど
も
た
ち
が
使
用
し
て
い
ま
す
。

水
府
中
3
年
生
に

新
体
育
館
を
お
披
露
目

３
月
12
日
、
水
府
小
の
６
年
生
が
大
分

県
臼
杵
市
立
川
登
小
の
子
ど
も
た
ち
と

リ
モ
ー
ト
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。
令

和
２
年
度
は
本
市
と
臼
杵
市
が
姉
妹
都

市
を
提
携
し
て
５
年
目
と
な
り
、
実
際

に
対
面
で
交
流
す
る
予
定
で
し
た
が
コ
ロ

ナ
禍
の
た
め
断
念
。
今
回
は
、
画
面
越

し
に
二
孝
女
物
語
や
お
互
い
の
地
域
の

特
産
品
、
今
後
の
交
流
の
在
り
方
に
つ

い
て
発
表
し
合
い
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

二
孝
女
物
語
を
縁
に

リ
モ
ー
ト
交
流

TOPICS
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３
月
25
日
、
水
府
総
合
セ
ン
タ
ー
で
新
型

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
集
団
接
種
模
擬
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。当
日
は
市
医
師
会
や
市
民

の
方
々
と
と
も
に
受
付
か
ら
予
診
票
の

チ
ェッ
ク
、
医
師
の
問
診
、
接
種
な
ど一連

の
流
れ
を
実
施
し
、
課
題
の
発
見
に
努
め

ま
し
た
。

3
月
18
日
、
市
は
大
塚
製
薬
株
式
会
社

と
の
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

こ
の
協
定
は
、
市
と
大
塚
製
薬
（
株
）

が
協
働
し
地
域
の
活
性
化
と
安
全
・
安

心
な
暮
ら
し
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
締
結
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、

健
康
の
維
持
・
増
進
に
関
す
る
こ
と
や

環
境
の
保
全
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
食

育
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
な
ど
の
7
項

目
に
関
し
て
相
互
に
連
携
を
と
り
市
民

の
皆
さ
ん
の
健
康
課
題
等
の
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

集
団
接
種
模
擬
訓
練

大
塚
製
薬（
株
）と

包
括
連
携
協
定
を
締
結

模
擬
裁
判
を
体
験

３
月
12
日
、
西
小
沢
小
の
６
年
生
が
授

業
で
模
擬
裁
判
を
体
験
し
ま
し
た
。
模

擬
裁
判
は
、「
桃
太
郎
」
を
被
告
と
し
て
、

検
察
側
・
弁
護
側
に
分
れ
て
展
開
。
子

ど
も
た
ち
は
「
桃
太
郎
」
に
登
場
す
る

桃
太
郎
や
鬼
、猿
、犬
な
ど
に
な
り
き
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
裁
判
に
挑
み
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
「
い
ろ
い
ろ
な
立
場

か
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
て
評
決
を
決
め

る
の
が
難
し
か
っ
た
。
将
来
の
た
め
に
良

い
経
験
に
な
っ
た
」
と
話
し
、
裁
判
を
身

近
に
感
じ
る
な
ど
、
学
び
を
深
め
ま
し

た
。

＊学年は令和2年度のもの
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～常陸太田市長選 直前特集～

みんなで投票へ行こう！
(立候補届出日)告示日

5月16日（日）
午前7時～午後6時

投票日
5月10日（月）～15日（土）
午前8時30分～午後8時（＊）

期日前投票

●投票所にアルコール消毒液を設置
●定期的に記載台などを消毒
●定期的に投票所の換気を実施

＜有権者の皆さんへ＞
●マスクの着用、咳エチケットにご協力ください。　●周りの方との距離を十分にとってください。

●投票者用の持ち帰りできる鉛筆を用意
●投票管理者・立会人・事務従事者はマスクを着用
●投票所内が混雑しないよう会場整理を実施

●５月１０日（月）～１５日（土）　午前８時３０分～午後８時／ 市役所本庁、金砂郷支所、水府支所、里美支所
●５月１５日（土）のみ／感染症拡大防止対策として、バスを利用した期日前投票所を次の２カ所で開設します。
　ぜひご利用ください（＊店舗内ではありませんので、ご注意ください）。
　・㈱かわねや木崎本店 駐車場（木崎二町） 午前９時～午後１時　・㈱カスミ常陸太田店 駐車場（塙町） 午後３時～午後７時

○午前10時～正午は比較的投票者が多いです。 ○期間の後半になるほど投票者数は多くなります。

期日前投票時間別投票者数 期日前投票日別投票者数
2,000

1,500

1,000

500

0

7/15 7/16 7/17 7/18 7/19 7/20

5月9日（日）

任期満了に伴う「常陸太田市長選挙」が5月16日に執行されます。市
選挙管理委員会では、感染症対策に万全を期し、有権者の皆さんが
安心して投票できるよう体制を整えて参りますので、皆さんの投票
をお願いします。
＊5月15日（土）のみ下記をご参照ください。

〜
10
時

10
〜
12
時

12
〜
14
時

14
〜
16
時

16
〜
18
時

18
〜
20
時

2,000

1,500

1,000

500

0

市長賞 ： 興野 愛理さん（里美中3年）

令和２年度
明るい選挙啓発ポスターコンクール

投票所での感染症対策

投票日の混雑緩和のため、期日前投票をご利用ください

≪グラフデータ：令和元年7月21日参議院議員通常選挙≫
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◆問 ： 市選挙管理委員会（内線325・339）

不在者投票
滞在先で行う場合

投票日に仕事や出産などで市外に滞在し、投票に行くことがで
きないと見込まれる方は、滞在先の選挙管理委員会で不在者
投票ができます。あらかじめ、「不在者投票宣誓書兼請求書」で
市選挙管理委員会に投票用紙を請求してください。投票用紙
の郵送に時間がかかりますので、請求は早めにお願いします。
「不在者投票宣誓書兼請求書」は、市ホームページからダウン
ロードできます。

病院などで行う場合

郵便などで行う場合

表1・表2にあてはまる方が認められます。あらかじめ、市選挙
管理委員会に届け出た「代理記載人」（選挙権を有する方）1人
に代筆させることができます。

不在者投票の代理記載が認められる方

【表2】
障害名 等級

身体障害者手帳
をお持ちの方

上肢または視覚の障害

上肢または視覚の障害

1級

特別項症～第2項症戦傷病者手帳を
お持ちの方

【表1】

身体障害者手
帳をお持ちの方

両下肢・体幹・
移動機能の障害

心臓・じん臓・呼吸器・
ぼうこう・直腸・小腸の障害

心臓・じん臓・呼吸器・
ぼうこう・直腸・小腸の障害 特別項症～第3項症

要介護5

免疫・肝臓の障害
両下肢・体幹の障害

障害名など 等級など

1・2級

1・3級

1・3級
特別項症～第2項症

戦傷病者手帳
をお持ちの方

介護保険被保
険者証をお持
ちの方

被保険者証の「要介護状態
区分等」の欄

都道府県選挙管理委員会が指定した病院や
老人ホームなどに入院・入所の方は、施設内で
不在者投票ができます。詳しくは、施設にお問
い合わせください。

表1にあてはまる方は、郵便や信書便などで
投票できます（投票用紙は必ず本人が記入し
ます）。投票にはあらかじめ市選挙管理委員会
に申請・登録が必要です。申請書は市ホーム
ページからダウンロードできます。

ご自身で投票用紙への記入が困難な
方は、「代理投票」の方法で投票がで
きます。「代理投票」は、投票所の係
員が代筆します。投票の秘密は固く
守られますので、遠慮なく投票所の
係員にお申し出ください。

山吹運動公園市民体育館で、5月16日（日）の午後8時から開票
を行う予定です。

点字投票

投票できる方
次のすべてに当てはまる方

高齢者や障害のある方のために
代理投票

投票日当日の投票

５月１６日（日）
午前７時～午後６時

とき
市内５２投票所（各世帯に郵送
する投票所入場整理券でご
確認ください）

ところ

開票所

投票所には、点字投票用の投票用紙や
点字器を用意してあり、点字での投票
もできます。

・日本国籍の方
・生年月日が平成15年5月17日以前の方
・令和3年2月8日以前に常陸太田市に転入届出
をし、引き続き市内に住所がある方
・投票日現在、常陸太田市の選挙人名簿に登録
されている方
＊期日前投票を行う前、もしくは投票日までに転
出届出をした方は、投票できません。


